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２．発表のポイント：  

◆ 昨年末に南アフリカで出現した新型コロナウイルス「オミクロン株（B.1.1.529, BA 系統）」

（注２）の亜株である BA.2 株が、世界中で大流行している。 

◆ 現在、新たに変異を獲得したオミクロン亜株（BA.2.11, BA2.12.1, BA.4, BA.5 株）が各国

で出現し、感染を拡大し始めた。 

◆ 本研究では、これらのオミクロン亜株に対する 8 種類の中和抗体薬（バムラニビマブ、べ

ブテロビマブ、カシリビマブ、シルガビマブ、エテセビマブ、イムデビマブ、チキサゲビ

マブ、 ソトロビマブ）の効果を評価した。 

◆ ベブテロビマブは、調査したすべてのオミクロン亜株の感染を強く抑制した。 

◆ 一方、シルガビマブは、BA.2 株の感染は抑制するものの、BA.4/5 株はこの抗体に対して強

い抵抗性を示した。 

 

3．発表内容：  

新型コロナウイルス（SARS-CoV-2）は、2022 年 4 月現在、全世界において 5 億人以上が

感染し、600 万人以上を死に至らしめている、現在進行形の災厄です。現在、世界中でワク

チン接種が進んでいますが、2019 年末に突如出現したこのウイルスについては不明な点が多

く、感染病態の原理やウイルスの複製原理、流行動態の関連についてはほとんど明らかにな

っていません。 

東京大学医科学研究所システムウイルス学分野の佐藤佳教授が主宰する研究コンソーシア

ム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」は、世界各国で出現が相次ぐオミクロ

ン株の亜株に対する中和抗体薬（注３）の効果を検証しました。現在、日本を含め、世界中で

オミクロン BA.2 株が主流に流行しています。しかし最近、スパイクタンパク質（注４）に新

たな変異を獲得したオミクロン系統の亜株が、世界各地で出現し、流行拡大しています。具体

的には、フランスのBA.2.11系統（+L452R）、アメリカのBA.2.12.1系統（+L452Q/S704L）、

南アフリカの BA.4, BA.5 系統（+L452R/HV69-70del/F486V/R493Q）などが挙げられます

（図１）。 

本研究では、これらのオミクロン亜株に対する 8種類の中和抗体薬（バムラニビマブ、べブ

テロビマブ、カシリビマブ、シルガビマブ、エテセビマブ、イムデビマブ、チキサゲビマブ、 



ソトロビマブ）の効果を、シュードウイルス（注５）を用いた実験によって評価しました。そ

の結果、べブテロビマブは、調査したすべてのオミクロン亜株の感染を強く抑制しました。一

方、シルガビマブは、BA.2 株の感染は抑制するものの、BA.4/5 株はこの抗体に対して強い抵

抗性を示しました（図２）。 本研究成果は、2022 年 6 月 8 日、国際科学誌「The Lancet 

Infectious Diseases」オンライン版で公開されました。 

現在、「G2P-Japan」では、出現が続くさまざまな変異株について、ウイルス学的な正常

解析や、中和抗体や治療薬への感受性の評価、病原性についての研究に取り組んでいます。

G2P-Japan コンソーシアムでは、今後も、新型コロナウイルスの変異（genotype）の早期捕

捉と、その変異がヒトの免疫やウイルスの病原性・複製に与える影響（phenotype）を明らか

にするための研究を推進します。 

今後もおそらく、新たな変異株の出現は続くと考えられます。中和抗体薬は、治療の最前

線で活躍する治療薬です。その効果の迅速な評価は、パンデミック収束に向けて重要な知見と

なると考えています。 
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６．用語解説：  

（注 1）研究コンソーシアム「The Genotype to Phenotype Japan (G2P-Japan)」 

東京大学医科学研究所 システムウイルス学分野の佐藤教授が主宰する研究チーム。日本国内

の複数の若手研究者・研究室が参画し、研究の加速化のために共同で研究を推進している。現

在では、イギリスを中心とした諸外国の研究チーム・コンソーシアムとの国際連携も進めてい

る。 

 

（注２）オミクロン株（B.1.1.529, BA 系統） 

新型コロナウイルスの流行拡大によって出現した、顕著な変異を有する「懸念すべき変異株

（VOC：variant of concern）」のひとつ。オミクロン BA.1 株、オミクロン BA.2 株などが含まれ

る。現在、日本を含めた世界各国で大流行しており、パンデミックの主たる原因となる変異株とな

っている。 

 

（注３）中和抗体薬 

新型コロナウイルスのスパイクタンパク質を標的として結合する抗体で、ウイルスの感染を阻害す

る活性を持つもの。治療や免疫不全者の感染予防のために使用される。日本では現在、ロナプリー

ブ（イムデビマブとカシリビマブの抗体カクテル）とソトロビマブが承認されている。 

 

（注４）スパイクタンパク質 

新型コロナウイルスが細胞に感染する際に、新型コロナウイルスが細胞に結合するためのタンパク

質。現在使用されているワクチンや中和抗体薬の標的となっている。 

 

（注５）シュードウイルス 

新型コロナウイルスのスパイクタンパク質を被り、レポーター遺伝子を保有する擬似ウイルス。複

製能力、伝播能力を欠損しているため、人体に対する危険性はない。 

  



７．添付資料： 

 

 

図１ オミクロン亜株の流行拡大 

（左）フランス、アメリカ、南アフリカにおける流行株の推移。フランスでは BA.2.11、アメ

リカでは BA.2.12.1、南アフリカでは BA.4, BA.5 の流行が急速に拡大している。 

（最右）各オミクロン亜株のスパイクタンパク質が持つ変異。 

  

 
 

図２ 中和抗体薬の各オミクロン亜株に対する効果 

それぞれの抗体がそれぞれのウイルスの感染を阻害する効果を評価した実験結果。従来株（図

中「parental virus (B.1.1)」）に対する中和抗体抵抗性の程度を円の大きさで、BA.2株に対す

る中和抗体抵抗性の程度をヒートマップでそれぞれ示した。 


